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臨床心理士・公認心理師
鹿児島県スクールカウンセラー

児玉 さら

令和2年度 ワイズメンズクラブ九州部第2回評議会・メネットアワー
令和2年12月5日（土）

１．はじめに
今年は新型コロナウイルスによって、世界が一変した。そ
れは、大人の世界のことだけではなく、子どもたちも同じ
ように大きな影響を受けた1年だった。この状況はおそらく
来年も続く可能性が高い。

新型コロナウイルス感染症の現状として

第3波が来ていると言われる中で、感染経路が不明な感染者も増
加しており、より身近になってきている。

ウイルスについての研究が進む中、来年のワクチン接種が可能？

感染症による死と生活苦等による死の発生。

※本日はスクールカウンセリングを通して見える子どもと家庭

のこともお話ししたいと思います。

２．スクールカウンセリングを通して見える子どもⅠ

疲れ，ストレスをためている子どもが増えている。

・生活のリズムが崩れている子ども。大人の時間の流れに子ども

が巻き込まれていることも。

・時間に追われている子どもたち。

・頭痛を訴える子どもが増えている印象がある。子どもが「ストレ

スが溜まっている」とSCに訴える。

遊びが偏よっている。“友達と遊ぶ”といっても，家の中でそれぞ

れにゲームをしたり，一緒にゲームをしても，思いきり身体を動かし

て遊ぶということが減っているように感じる。ゲームが悪いので

はない。バランスの問題。意識することの必要性がある。

２．スクールカウンセリングを通して見える子どもⅡ
人目を気にし、空気を読んだり、人に合わせることに必死になっている

子ども。登校しぶり、不登校の子どもの中には、このことがきっかけにな

っている子どもも少なくない。

※「陰キャ」「陽キャ」・スクールカースト制 等

※HSP:Highly Sensitive Person ;刺激に対して非常に敏感で、繊細

な気質を持って生まれた人。診断名ではない、概念。 「うちの子ども

はHSPだと思います」と保護者が言う。

「裏の世界」があるということの影響を受けている。学校では仲良くして

いても、SNSの世界では、悪口を言われている可能性がある。その中で

疲弊している子どももいる。→SNSの世界を子どもから取り上げれば解

決するということではない。

２．スクールカウンセリングを通して見える子どもⅢ

自信がない。人目を気にして自分の言動を決める。“自分はこれ

でOK”と堂々とできない。思考もネガティブになりがち。傷つくこ

とを怖がっていることも。ただし、大人も同じような傾向に。

悩む力，自分を見つめることが苦手。自分の内面を言葉にするこ

とが苦手。子どもは自分の内面を言葉で表現することが未熟で、

大人が時間をかけて聴く必要がある。しかし、大人にその時間と、

心の余裕が無くなっている。

※人生の中で悩みを抱えた時に，自分で解決できることと，人を

頼っていいこともあるということを教えることが必要。⇒「SOSの

出し方教育」

２．スクールカウンセリングを通して見える子どもⅣ

家庭のこと，親のことで子どもは結構悩んでいる。子どもは親

の様子には非常に敏感で、親の会話等は気にしていないふ

りをして、一所懸命に聞いたり、見ていることもある。

家庭の悩みは誰にも言えない、言ってはいけないと思ってい

るので、自分の中だけで悩み、身体反応で辛さをあらわす子

どもは少なくない。

DVや虐待の環境の中で生活をしている子どもは少なくない。

DVの場合は、気付きにくいことも（虐待でもある）。コロナ禍の

中、この問題が表面化した。
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３．今どきの親と家庭 Ⅰ
以前（昭和？）の子育てとは大きく変化している。

世の中の価値観が多様化している。また、情報があふれていて、

何を選択して子どもを育てていけばいいのか迷っているように感じ

る。⇒様々な情報源で他の家庭の子育てを知ることができるが、

その分自分の子育てに対して自信を持てなくなっている。

物があふれているので，何を子どもに与えていいのかがわからない。

中でも携帯・スマートフォンの悩みは大きい⇒便利であったり，楽

しめたりするものの，このことによってそれまで悩まなくてよかっ

たことを悩まないとならなくなっている。※ネット依存・ゲーム依存

ということで通院している子どももいる。

３．今どきの親と家庭 Ⅱ
子どもが見えにくくなっている。「子どもが何を考えているのかわから

ない」、「子どもが本音を話してくれていないように感じる」と訴えられる

保護者。共働きの家庭が増え、子どもと話をする時間が少なっていること。

また、携帯・スマートフォン・ネットの世界の中の子どもの様子など、大

人が把握しきれなくなってきている現状が影響している。

一方で、保護者がSNSやゲームの世界にはまっていることも。保護者

が大人になりきれていないケースもある。生き方の多様化の影響？

家庭内でも“個々人”の生き方を尊重する傾向も。

☆以前とは異なる，“今どきの子育て”の悩みが増えている。子どもの

発達は普遍的なものがあるが、子育てについては、以前のことが通じな

いこともあるのでは…。

４．コロナ禍の中、大人の世界で何が起こっているか？
感染症に対する不安

・感染することの不安→命の危機にさらされることも

・感染後に起こるかもしれない差別・誹謗中傷の不安

人と人との分断→孤立・孤独感の不安

経済活動の不安・経済格差の広がり

先行きが見えないことへの不安

家族で過ごす時間が長くなったことで見えてきた家庭内の問題
→DV・虐待・夫婦関係 等

求められる「新しい生活様式」への適応 等

※もちろん、悪いことだけ起こっているのではない！

５．コロナ禍の中、子どもの世界で何が起こっているか？
※大人の世界で起こっていることは子どもの世界でも起こっていること

子どもなりの、感染症への不安

休校による影響

・生活のリズムの崩れ：ネット・ゲーム依存の状態になる子どもも

・友だちと一緒に遊ぶことができないことによる影響

・勉強への不安

・楽しみにしていた行事の縮小・中止→喪失体験

・家族と長時間一緒にいる中で起こる問題→虐待・DV等

→次のスライドで

先行きが見えない不安→受験はどうなるの？・将来の仕事はどうな
るの？

６．子どもにとっての喪失体験～コロナ禍の中で
喪失体験とは

「自分が大切にしてきた対象を失う体験」のこと

①重要な関係の喪失

②自尊感情の喪失

③被害の結果として生じる喪失

学校が休校になったこと、また、行事が中止になったり、短縮で開催されたこ

と →大人が感じる「喪失」と子どもが感じる「喪失」の重さの違い

その子にとって、『支え』となっているものは何か？

→家族・勉強・運動・友だちとのつながり・先生方・学校 等

→このコロナ禍の中で、それらを「喪失」した子どもたちのダメージは大きい。

その子の「喪失体験」による痛み、悲しみ、不安に、大人は耳を傾け、寄り添

うことが必要になる。
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７．スクールカウンセラーとして感じること
6月に面接をした、高校2年生の言葉「1年は何だかフワッ
と終わって、2年もフワッと始まった。クラスになじめな
い。クラスに入りたくない。」

先生方は何をするにも新型コロナウイルス感染症対策をと
らなければならず、そこにとられる時間、ストレスはかな
り大きいと感じる。

2学期以降、子どもたちは1学期と比べるとだいぶ落ち着い
たように感じる。しかし、子どもたちもいつもと違うスト
レスを抱えている。

元々、何かしらの問題を抱えていた子どもたちの中には、
コロナ禍の中で踏ん張り切れなくなっている子どもも。

→命の危機にさらされることも。

８．平成29年における死因順位別にみた，
年齢階級，死亡率，構成割合

厚生労働省「自殺対策白書」令和元年版

９．平成29年における死因順位別にみた，
年齢階級，死亡率，構成割合（男女別）

10．若年層（小中高校生）の自殺の実態

小中高校生の自殺者数は例年300人前後で推移しているが、

中高生の数が減っている分、自殺死亡率は1990年初頭から上

がり続けている。

自殺原因・動機：学校問題・健康問題・家庭問題の順になっている

（2007年～2013年統計）。この間の学校問題の平均は全体

の39.3％。その中で，入試・進路に関する悩み、学業不振が多く、

両者を合わせると20％以上となる。

いじめによるものは全体の2%弱となっている。

背景には複合的な要因があり，１つに決めつけないことが重要

である。また統計にあらわれないものもある。

文部科学省『子供に伝えたい自殺予防』Ｈ26年7月より
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☆警視庁HP 令和元年中における自殺の状況資料より ☆警視庁HP令和元年中における自殺の状況資料より

☆小学生・中学生における自殺の原因・動機の計上比率 ☆.子どもとストレス

子どもも「ストレス」という言葉は知っているが、それをうまく
実感できなかったり、言葉にできる子どもは少ない。

※「ストレスを溜めないようにしましょう！」と伝えても、子ども

はよく分かっていないことも

子どもに自分のストレスをどのようにして実感させるか？

→「SOSの出し方教育」

・チームティーチング方式

・一人の講師（養護教諭、スクールカウンセラー、保健師 等）

が児童生徒に向けて話をする

☆.「SOSの出し方教育」の実際 ～SCの立場から～

SCとして、どのような内容を伝えるか。

※ポイントにしていること

・「あなたの悩みはあなただけが悩んでいる事ではない」

・「あなたは一人ではない」

・「自分が辛いとき、悩みを抱えているときは、誰かを頼ってもいい」

チームティーチングの授業では、事前にしっかり打ち合わせをし、何を
求められているかを把握する。

・専門家として、“ストレス”、“ストレスの対処法”について話をする。

・SCの仕事や、その中でどのような相談を受けたりするかの話。

・SCの活用法について伝える 等

11．大人も自分のストレスに気づく
このようなことはありませんか？

・怒りっぽい，イライラする

・疲れがとれず，いつもだるい

・食欲低下，あるいは食べ過ぎる傾向がある。不眠，寝つきが悪い，

朝早く目が覚める，悪夢をみる

・自責感や無力感が強くなる

・落ち込みや悲しい気持ちが続く

・なんとなく緊張感や不安感がある

・身体の不調（頭痛，吐き気，胃痛などの消化器症状，性欲の変化

など） 等
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12．大人と子供の関係
「大人と子供の関係」‥大人が子どもを育てていかなくては、子ども
は自分の力のみで育つことはできない。

「大人」になるってどういうこと？選挙権を持つことができるようにな
る18歳？あるいは20歳を境に大人になる？皆さんは自分を「大
人」だと思いますか？

物質的には、子どもと大人の世界の境界線が非常に引きにくい世
の中になっている。例えば、化粧品の世界、メディアの世界 等様々
ある。

※これからは、子どもが発達課題をクリアできるような、子どもで

いられる時間、世界をいかに確保してあげることができるのかは

大人の大きな課題になるのでは。

13．大人ができること

現在、大人もコロナ禍の中、大変な状況の中で生活してい
る。その中でも、できる限り、「安定」して子どもと接すること
は大切になる。但し、無理をすることはない。

子どもの話に耳を傾けること。何か良いことを伝えようとし
なくても良い。子どもは聴いてもらえるだけで十分。子どもも
子どもなりに自分の答えを持っている。

教会も礼拝を守ることが難しい1年だった。「交わり」「つな
がり」を大切にする教会がそうすることができないことは非
常に苦しかった。⇒コロナ禍の中『孤独』を感じる人が増えて
いる。今一度、コロナ禍の中で、人とつながることを模索して
いかなくてはならない。

14．おわりに
コロナ禍の中で、社会的弱者へ様々なしわ寄せがきて
いることを感じる。世の中は幸せな家庭だけではなく、
苦しい中で生活している子どもはたくさんいる。想像
力を働かせてして子どもを理解し向き合っていくこと
が大切。

大人は子どもを支えなければならないが、子ども自身
にもできることはたくさんある。

私たち大人もコロナ禍の中で生活している。子どもを
支えるためには、私たち自身もストレスを抱え込まな
いように、自分のケアも考え、お互いに支え合いなが
らこれからもともに祈り、活動していきましょう。

ご清聴ありがとうございました。

今後ともどうぞよろしくお願い致します。


